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津資組第  ７４５  号 

令和 ３ 年 ２ 月１２日 

 

津山圏域資源循環施設組合議会 

議 長  津 本 辰 己   殿 
副議長  中 西 省 吾   殿 
議 員  安 東 伸 昭   殿 
議 員  勝 浦 正 樹   殿 
議 員  村 田 隆 男   殿 

議 員  岡 本 良 規   殿 
議 員  岡 部 英 生   殿 
議 員  松 島   啓   殿 

 

 

津山圏域資源循環施設組合 

管理者 谷 口 圭 三 

 

 

津山圏域資源循環施設組合議会令和３年２月定例会の招集について 

 

 

津山圏域資源循環施設組合議会令和３年２月定例会の招集について、津山圏域資源

循環施設組合告示第１０号の写しを添えてお知らせします。 
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津山圏域資源循環施設組合告示第１０号 

令和 ３ 年 ２ 月１２日 

 

 

令和３年２月１９日（金曜日）午前１０時３０分、津山圏域資源循環施設組合議会

令和３年２月定例会を津山市役所議場に招集する。 

 

津山圏域資源循環施設組合 

管理者 谷 口 圭 三 
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津資組第  ７４８  号 

令和 ３ 年 ２ 月１２日 

 

 

津山圏域資源循環施設組合議会 

議員            殿 

 

 

津山圏域資源循環施設組合 

管理者 谷 口 圭 三 

 

 

議案の送付について 

 

 

津山圏域資源循環施設組合議会令和３年２月定例会に提出する下記の議案をお送

りします。 

 

記 

 

議案第３号 令和３年度津山圏域資源循環施設組合会計予算 
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令和３年２月１９日 

 

津山圏域資源循環施設組合議会令和３年２月定例会運営予定表 

 

月 日 曜 会  議 備 考 

２ 月 

１９日 
金 

全員協議会（午前１０時００分） 

・次第１ 開会 

・次第２ 管理者あいさつ 

・次第３ 協議事項 

（１） 議事日程について 

・次第４ 報告・説明事項 

（１） 施設運転に伴う環境管理報告について 

（２） 津山圏域資源循環施設組合議会令和３年２月定例

会提出議案について 

（３） 今後のスケジュールについて 

（４） その他 

・次第５ その他 

・次第６ 閉会 

 

本会議開会（午前１０時３０分） 

・日程第１ 会議録署名議員の指名 

・日程第２ 会期の決定 

・日程第３ 議案上程 

      管理者の提案理由の説明 

・日程第４ 議案質疑及び一般質問 

      採決 

閉会 
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津山圏域資源循環施設組合議会令和３年２月定例会議事日程 

（第１号） 

 

             令和３年２月１９日（金） 午前１０時３０分開議 

 

 

日程第１  会議録署名議員の指名 

 

日程第２  会期の決定 

 

日程第３  議案第３号 令和３年度津山圏域資源循環施設組合会計予算 

 

日程第４  議案質疑及び一般質問 

      採決 
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本日の会議に付した事件 

日程番号  

第１ 会議録署名議員の指名 

第２ 会期の決定 

第３ 議案第３号上程 

第４ 議案質疑及び一般質問、採決 

 

 

出席・欠席または遅参・早退した議員の番号・氏名 

議席 

番号 
氏   名 

出席 

欠席 

遅参 

早退 

議席 

番号 
氏  名 

出席 

欠席 

遅参 

早退 

1 安 東 伸 昭 出席  ５ 中 西 省 吾 出席  

2 勝 浦 正 樹 〃  ６ 岡 本 良 規 〃  

3 津 本 辰 己 〃  ７ 小 阪 四 郎 〃  

4 村 田 隆 男 〃  ８ 松 島   啓 〃  

 

 

説明のため出席した者の職氏名 

職   名 氏   名 職   名 氏   名 

管 理 者 谷 口 圭 三 会計管理者 加 藤 俊 文 

副管理者 青 野 高 陽 事務局長 三 浦 英 俊 

〃 水 嶋 淳 治 事務局次長 小 林 貴 之 

〃 山 崎 親 男 事務局主幹 庄 司 淳 子 

〃 奥   正 親   

〃 山 田 賢 一   

 

 

職務のため出席した事務局職員の職氏名 

職  名 氏    名 職  名 氏    名 

事務局主査 松 岡 誠 志 事務局主査 塚 元   毅 

事務局主任 甲 田   勉   

 

 

会議場所 津山市議場 
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津山圏域資源循環施設組合議会令和３年２月定例会 

 

令和 ３ 年 ２ 月１９日（金） 

                      午前１０時３５分 開会 

 

 

●議長（津本辰己氏） 

 ご着席をお願いいたします。 

 本日、津山圏域資源循環施設組合議会令和３年２月定例会が招集されましたところ、皆様方に

おかれましては、ご多用のところ、ご参集をいただき、大変ご苦労様でございます。 

 ただいまの出席議員は、８名全員でございます。 

定足数に達しておりますので、ただいまから津山圏域資源循環施設組合議会令和３年２月定例

会を開会をいたします。 

 日程第１ 会議録署名議員の指名  

●議長（津本辰己氏） 

まず、日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第２７条の規定により、２番、勝浦正樹議員、５番、中西省吾議

員を指名をいたします。 

 日程第２ 会期の決定  

●議長（津本辰己氏） 

次に、日程第２、会期の決定を議題といたします。 

お諮りをいたします。 

本定例会の会期は、本日１日としたいと思います。 

これに、ご異議ございませんか。 

～承認（異議なし）の声あり～ 

●議長（津本辰己氏） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本定例会の会期は、本日１日限りと決定しました。 

 日程第３ 議案第３号 上程  

●議長（津本辰己氏） 

次に、日程第３に入り、議案第３号、令和３年度津山圏域資源循環施設組合会計予算を上程し、

議題といたします。 
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 この際、管理者に提案理由の説明を求めます。 

◇管理者（谷口圭三氏） 

はい、議長。 

●議長（津本辰己氏） 

はい、谷口管理者。 

◇管理者（谷口圭三氏） 

本日、ここに津山圏域資源循環施設組合議会令和３年２月定例会を招集いたしましたところ、 

議員の皆様方におかれましては、ご多忙中にもかかわりませず、ご出席をいただき、誠にありが

とうございます。 

 最初に、議案第３号、令和３年度津山圏域資源循環施設組合会計予算についてでございます。 

 予算書の 1ページをご覧ください。 

第 1条で、歳入歳出予算の総額を 16憶 5,841万 5千円としております。 

歳出につきましては、一般廃棄物処理施設の管理運営経費、また、借入金である組合債の償還

に係る経費などを計上しております。 

一方、歳入では、その財源として、構成市町からの分担金、ごみ処理手数料、売電収入、有価

物販売収入などを計上しております。 

後ほど、事務局から詳細を説明させますが、なにとぞ、よろしくご審議のうえ、ご議決を賜り

ますようお願い申しあげます。 

△事務局長（三浦英俊氏） 

議長。 

●議長（津本辰己氏） 

はい、三浦事務局長。 

△事務局長（三浦英俊氏） 

それでは、議案第３号、令和３年度津山圏域資源循環施設組合会計予算につきましてご説明を

申しあげます。 

予算書の１ページをお願いいたします。 

第１条でございます。 

歳入歳出予算の総額でございますが、16億 5,841万 5千円でございます。 

次に、内訳についてご説明をいたしますので、8ページをご覧ください。 

歳入でございます。 

款 45、項 10、目 10、分担金の予算額は、13 億 1,416 万円で、構成市町の分担金でござ
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います。 

対前年度 7,805万円の増となってございます。 

これは、後ほどご説明いたしますが、歳出における小型家電等の処理費用の増額や工場棟運営

委託料の増額などによるものでございます。 

次に、款 50、項 10、目 20、衛生使用料は、１３万１千円で、行政財産の使用料等でござい

ます。 

次に、項 20、目 20、衛生手数料は、１億 3,800万円で、一般ごみ、家庭ごみの直接搬入に

係る手数料でございます。 

次に、款 80、項 10、目 10、繰越金でございます。 

6,000万円を計上してございまして、対前年度 3,000万円の減となってございます。 

10ページへお進みください。 

上から２番目になりますけれども、款 85、項 50、目 15、雑入は、１億 4,612万 3千円で、

売電収入や有価物の販売収入等でございます。 

12ページへお進みください。 

歳出の内訳でございます。 

款 10、項 10、目 10、議会費 69万１千円は、組合議会に係る費用弁償等でございます。 

対前年度 42万 9千円の増額となっております。 

これは、隔年で実施することとしております研修に係る費用を計上しているためでございます。 

次に、款 15、項 10、目 10、一般管理費 6,837万 3千円は、会計年度任用職員や派遣職員

に係る人件費のほか、組合の運営経費等でございます。 

今年度、清掃総務費で予算計上しておりますプロパー職員 1名について、令和 3年度は、会計

年度任用職員１名に置き換え、予算科目を一般管理費へ組換えることとしたことから、対前年度

213万 4千円の増額となってございます。 

次に、少しお進みいただきまして 16ページをお願いしたいと存じます。 

項 60、目 10、監査委員費 7万 4千円は、監査委員 2名の費用弁償等でございます。 

次に、款 25、項 20、目 5、清掃総務費 767万 6千円でございます。 

先ほどご説明をさせていただきましたが、プロパー職員を１名減員いたしますので、対前年度

306万 9千円の減額となってございます。 

次に、目 10、管理棟管理費は、3,690万 4千円でございまして、19ページの説明欄をご覧

いただきたいと存じます。 

節 12、委託料の上から５番目、リサイクルプラザ運営業務委託料 3,135万円など管理棟の維
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持管理に要する経費でございます。 

次に、左ページになりますが、18ページ、目 12、熱回収、リサイクル施設等管理費は、7億

4,728万 3千円で、対前年度 6,549万 9千円の増となってございます。 

増額の主な要因でございますが、説明欄をご覧いただきたいと存じます。 

まず、節 11、役務費の手数料についてでございます。 

昨年度まで有価物として収入を得ておりました小型家電の処理につきまして、今年度から逆に

処理費用を支払うこととなっております。 

また、その処理単価につきましても古着や古い布などの処理単価と同様に上昇する見込みなど

から、対前年度 1,339万円増の 1,463万円を計上してございます。 

続きまして、節 12、委託料の上から 3 番目の施設運営、維持管理業務委託料 5 億 2,564 万

7千円でございますが、施設稼働後 6年目を迎える令和 3年度は、契約に基づいた支払予定額の

増加によりまして、対前年度 5,361万２千円の増額となってございます。 

これは、経年劣化による施設の修理、修繕、部品の交換等を考慮しているためでございます。 

21ページへお進みください。 

新規の委託が、2件ございます。 

まず、説明欄の上から 4番目の可燃物処理委託料でございます。 

こちらは、施設、機器の故障や災害などによりまして、焼却炉が中長期に渡って停止するなど

の緊急事態に備え、可燃物の搬出を実証実験として実施するものでございまして、125 万 4 千

円を計上してございます。 

新規の 2件目でございますが、その下の環境調査業務委託料でございます。 

こちらは、運営開始から 5年が経過をいたしまして、岡山県の条例に基づいて実施をしておりま

した環境影響評価に伴う環境管理業務委託、こちらが今年度で終了となりますことから、引き続

き地元への報告が必要な項目について調査を行うものでございます。 

これにつきまして、340万円を計上してございます。 

次に、左ページになりますが、20ページの目 15、最終処分場管理費は、1,390万 1千円で、

機械等保守点検や水質監視に係る委託料等の経費でございます。 

続きまして、22ページをお願いいたします。 

目 18、多目的広場管理費は、453万４千円で、還元施設として整備をいたしました多目的広

場の管理運営に必要な経費でございます。 

次に、目 20、施設建設費は、961万７千円で、周辺環境整備事業負担金でございます。 

先ほど申しあげました県条例に基づき５年間実施をしておりました環境影響評価に伴う環境管
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理業務委託の皆減に伴いまして対前年度 1,911万円の減額となってございます。 

続きまして、款 65、項 10、公債費、目 10、元金は、7 億 4,838 万円を計上してございま

す。 

24ページにお進みいただきまして、目 15、利子は、1,098万２千円を計上してございます。 

最後に、款 80、項 10、目 10、予備費は、1,000万円を計上してございます。 

議案第３号、令和 3年度津山圏域資源循環施設組合会計予算の説明は、以上でございます。 

何卒よろしくお願い申しあげます。 

●議長（津本辰己氏） 

提案理由の説明は終わりました。 

 日程第４ 議案質疑及び一般質問、採決  

●議長（津本辰己氏） 

これより、日程第４に入り、議案質疑及び一般質問を行います。 

それでは、お手元に配付しました発言通告一覧表に従い順次質問を許可いたします。 

▲議員（中西省吾氏） 

議長。 

●議長（津本辰己氏） 

 はい、５番、中西省吾議員、登壇。 

▲議員（中西省吾氏） 

失礼いたします。 

議長の許可を得ましたので、一般質問を行います。 

発言の趣旨は、１、津山圏域クリーンセンターの SDGsの取り組みについてでございます。 

要旨につきましては、SDGsは、2015年 9月、国連のサミットで決められた国際社会共通

の目標で、達成期限は２０３０年であります。 

目標は、17項目の持続可能な開発目標を設定しており、ここでの開発とは、より良い未来を

創るという意味で多くの企業が取り組んでいます。 

この考えをクリーンセンターにも取り入れ、より良い地域未来を創るべきと思いますが、いか

がでしょうか。 

２、資源ごみの回収率アップや可燃ごみの減量について、資源ごみ回収にプラスチックごみが

ありますが、その回収に協力している人たちは、資源ごみに意識が高く、食品容器、包装等のも

のを水道水で洗い、乾かし、専用の袋に入れて出しますが、その専用の袋は、他の袋より安いで

すが有料であります。 
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このような制度では回収率のアップや可燃ごみの減量は進まないのではないかと思います。 

資源ごみの回収率のアップや可燃ごみの減量には資源ごみのリサイクルシステムや可燃ごみの

減量の価値を利用者に啓発するとともに回収袋の無料化等を行うべきと考えますが、いかがでし

ょうか。 

3、津山圏域クリーンセンターへのアクセス道路について、現在の利用道路は、一旦停止が多

く、利用者には不便だと思います。 

他の道路建設の計画があると思いますが、どのようになっているのでしょうか。 

登壇での質問は、以上でございます。 

◇管理者（谷口圭三氏） 

はい、議長。 

●議長（津本辰己氏） 

 はい、谷口管理者、登壇。 

◇管理者（谷口圭三氏） 

中西議員のご質問にお答えをさせていただきます。 

最初に、SDGsの取り組みについてです。 

津山圏域資源循環施設組合は、廃棄物処理施設の設置及び管理運営並びにこれに付帯する事務

の共同処理を行うための組織ですが、その事務事業は、SDGsが掲げます 17の目標のうち、８

つの目標に該当しているものと考えております。 

現在行っております環境学習や環境イベントの開催は、目標４、質の高い教育をみんなに、安

全で安定したごみ処理、排ガスに係る煤塵やダイオキシン類等の常時監視測定、規制基準及び自

主基準の遵守は、目標３、すべての人に健康と福祉を、及び目標 11、住み続けられる街づくり

を、に該当するものと考えております。 

今後は、津山圏域クリーンセンターの活動と SDGsとの関連を整理し、広く圏域住民に公表し

てまいりたいと考えております。 

次に、資源ごみの回収率アップや可燃ごみの減量についてのお尋ねです。 

一般廃棄物の処理については、分別の区分や収集の手法などの決定、ごみ減量施策の実施、住

民への啓発、広報活動などは、各構成自治体がそれぞれ定める計画に従って実施することとなっ

ております。 

津山圏域資源循環施設組合におきましても、資源ごみの回収率アップや可燃ごみの減量につな

がるように、一般的な啓発、広報活動は行っているところですが、今後は、具体的な施策を行う

構成市町とさらに連携をしてまいりたいと考えております。 
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最後に、アクセス道路ついて、お答えをいたします。 

安全性の確保について、地元から要望が出されたことにより、施設専用道路を設置をしており

ます。 

市道と合流する箇所にゲートバーを設置していることから、一旦停止箇所が多くなりますが、

安全性について配慮しているものでありますので、ご理解をいただきたいと思います。 

また、現在、他の道路建設の計画はございませんが、地元からの要望などがある場合は、道路

管理者と協議をしてまいりたいと考えます。 

以上でございます。 

▲議員（中西省吾氏） 

議長。 

●議長（津本辰己氏） 

 はい、５番、中西議員。 

▲議員（中西省吾氏） 

 はい、管理者、ありがとうございました。 

 丁寧なお答えをいただきました。 

 まず、１につきましては、８の項目につきまして、広く公表し、さらに進めていっていただく

意思を確認させていただきましたので、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

 ２につきましては、構成自治体と連携を図り、具体的な施策について、さらに進んでいただけ

るようなご意思が分かりましたので、これもまたよろしくお願いをいたします。 

そして、道路建設でありますけども、地元の要望等があれば、改めて考えるということですの

で、また地元等の意見を聞くような場を持っていただければ、ありがたいと思います。 

以上で質問を終わります。 

ありがとうございました。 

●議長（津本辰己氏） 

以上で通告による質問、質疑は終わりました。 

討論については、通告はございませんので、これより採決に移ります。 

ただいま上程、議題とされております議案第３号、令和３年度津山圏域資源循環施設組合会計

予算につきましては、起立により採決をいたします。 

お諮りをいたします。 

本案を原案のとおり可決することに賛成諸君の起立を求めます。 

～ 起立全員 ～ 
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起立全員と認めます。 

よって、議案第３号、令和３年度津山圏域資源循環施設組合会計予算は、原案のとおり可決す

ることに決しました。 

以上で本定例会に付議されました案件の審議は全て終了いたしました。 

この際、管理者からごあいさつがあります。 

◇管理者（谷口圭三氏） 

はい、議長。 

●議長（津本辰己氏） 

はい、谷口管理者、登壇。 

◇管理者（谷口圭三氏） 

議員の皆様には、ご多忙のところ、組合議会定例会にご出席をいただき、ただ今は提案いたし

ました議案につきまして、適切なご議決を賜り、誠にありがとうございました。 

 今後とも、津山圏域クリーンセンターの安全かつ適正な施設運営はもとより、各施設の活用を

図り、憩いと交流の場として住民の皆様に愛され親しまれる施設になるように努めてまいります

ので、議員の皆様方の一層のご指導並びにご支援のほどをお願い申しあげまして、ごあいさつと

させていただきます。 

本日は、大変ありがとうございました。 

●議長（津本辰己氏） 

これをもちまして、津山圏域資源循環施設組合議会令和３年２月定例会を閉会といたします。 

本日は大変お疲れ様でした。 

午前１０時５７分 閉会 
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